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 B.1.1.529 系統（オミクロン株）が主流である間の当該株の特徴を踏まえた市内就学前教育保育

施設における濃厚接触者の特定及び行動制限の対応について 

 

 平素より、教育・保育事業及び新型コロナウイルス感染症対策にご理解とご協力をいただき感

謝申し上げます。 

 さて、標記の件について、沖縄県より令和４年３月 28 日付けで対処方針が示されたことに伴

い、本市の就学前教育保育施設においても以下のとおり対応することとなりましたので、ご理解

とご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 対応期間：令和４年４月１日（金）～ 別途指定する日まで 

        ※終了する場合は別途周知いたします。 

 ２ 内  容：（１）就学前教育保育施設において、新型コロナウイルス感染症の陽性者を確認

した場合、当該施設で濃厚接触者の特定は行なわない。 

        （２）上記の陽性者と接触があった者（クラス単位等）の全員を学校・保育 PCR

検査の対象として取扱い、受検者については検査結果が判明するまでの間、

待機を依頼する。（個別での PCR 検査受検も可） 

        （３）検査未実施の場合、保育所等で感染者と接触（感染者の発症２日前～）が

あった者のうち、会話の際にマスクを着用していないなど感染対策を行なわ

ずに飲食を共にした者等は、一定期間（感染者と接触のあった最後の日から

5 日間）の自宅待機に加えて自主的な検査【抗原定性検査】）を依頼する。 

        （４）児童本人の感染又は同居家族の感染により児童が濃厚接触者として特定さ

れた場合、保健所から指示等された期間の自宅待機。 

        

 ３ そ の 他：上記２の（２）から（４）について、それぞれ依頼又は指示等された自宅待機の

期間、ご利用の認可外保育施設が世帯の保育料の減免を行った場合、「豊見城市認

可外保育施設保育料減免補助金交付要綱」を適用し、保護者に代わり市が施設へ

減免相当額の保育料を補助し、保護者の皆様の負担軽減と施設の継続的運営の確

保を図ります。 

 

 問い合わせ先：豊見城市 こども未来部 保育こども園課 電話：850-5088  


